
         
 
 
 

 

本
会
は
歴
史
的
文
化
遺
産
に
興
味

を
持
つ
有
志
で
構
成
さ
れ
、
そ
う
い

っ
た
方
々
が
地
域
の
歴
史
文
化
を
学

ぶ
と
共
に
、
六
ツ
美
西
部
学
区
民
の

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

令
和
元
年
五
月
十
八
日
（
土
）
に
、
六

ツ
美
西
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
に
て
発

足
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
発
足
時

の
会
員
数
は
十
九
名
） 

六
ツ
美
西
部
学
区
内
及
び
近
隣
に

は
、
様
々
な
歴
史
的
文
化
遺
産
が
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
文
化
遺

産
を
意
外
と
知
ら
な
い
人
が
多
く
見 

え
た
事
、
又
新
た
に
こ
の
地
に
移
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

住
ま
れ
た
方
に
と
っ
て
も
、
当
地

は
第
二
の
故
郷
で
も
あ
り
、
こ
の

地
域
の
歴
史
を
探
る
こ
と
に
興
味

を
持
つ
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
か
ら
、
六

ツ
美
西
部
学
区
内
の
寺
院
の
勉
強

会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

六
ツ
美
西
部
学
区
内
寺
院
の
、
浄 

妙
寺
、
法
性
寺
、
松
林
寺
、
妙
国
寺 

の
四
カ
所
の
勉
強
会
を
計
画
・
実

施
し
ま
し
た
。 

各
寺
院
の
住
職
様
に
は
、
今
回
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
理
解
を
頂 

き
、
熱
心
に
講
演
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

講
演
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
、
創
建

か
ら
現
在
に
至
る
歴
史
を
、
ま
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
ご
教
示
し

て
頂
き
、
会
員
の
方
々
か
ら
も
「
大
変

勉
強
に
な
っ
た
」
と
の
声
も
頂
い
て

い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
六
ツ
美
中
学
校
区
内

の
寺
院
・
神
社
を
対
象
に
左
記
の
と

お
り
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

① 

大
聖
寺
（
八
月
二
十
二
日
） 

② 

浄
珠
院
（
十
月
二
十
四
日
） 

③ 

糟
目
犬
頭
神
社
（
十
二
月
二
十
日
） 

④ 

土
井
城
址
（
二
月
二
十
七
日
） 

詳
細
は
、「
作
左
の
会
」
を
検
索
し

て
、
活
動
実
績
、
講
演
内
容
及
び
今
年

度
の
活
動
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

会
員
数
は
年
度
末
に
は
二
十
八
名 

と
な
り
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
行
事

と
し
て
、
地
域
の
絆
の
輪
を
広
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第
一
０
四
号 

令
和
二
年 

十
月
一
日
（
木
）
発
行 

「
地
域
の
歴
史
を
探
る
会
」
発
足
に
思
う 

浄妙寺勉強会風景 法性寺勉強会風景 


